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  Allylestrenol at the daily dose of 50 mg was administered to 45 patients with benign pro-
static hypertrophy. The treatment was performed for more than 12 weeks in 40 patients, 
and improvements, marked and moderate, were observed in 22 patients (55%) in the overall 
judgement. As side effects of this drug, decrease of potency was observed in 3 cases, decrease 
of libido in 1 case, pigmentation on breasts in 2 cases, palpitation in 2 cases, short breath in 
1 case, and gastrointestinal symptoms in 1 case. However, these side effects were not serious. 
   Our trial suggests that the treatment of benign prostatic hypertrophy with allylestrenol 
can be useful in urological clinics.
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一 般 名allylestrenol(アリ ル エ ス ト レ ノ ー ル)




Table1.判定法 一 覧 表
項 目 判 定 法
排尿開始の遅れ 投与前 。後の状態を各 々 ユ:正常2=軽 度障害
排 尿 時 間 延長3:中 等度障害4:高 度障害の4段 階に評価 し、
排尿時のいきみ 前 ・後の差を持って判定する。
尿 線 の 勢 い
総合緋尿因難庶
残 尿 感
夜 間 尿 回 数
残 尿 量
最 大 尿 流 恥
直 腸 内 触 診
前 立 腺 重 量
投 与 前 及び 投 与 後 の 時 点 に 於 け る上 記 些項 目 の 判 定 を 合 計
(4～16の13段 階)し 、 そ の 差 を 持 って 判 定 す る。
投 与 前 ・後 の 状 態 を1:正 常2:軽 度 障 害3:中 等 度 障 害
4:高 度 障 害 の4段 階 に 評 価 し、 前 ・後 の差 を 持 っ て 判 定
す る。
投与前 後の実測値の差を持って判定する。
投 与 前 ・後 の 状 態 を1=鳩 卵 大2:小 鶏 卵 大3:鶏 卵 大
a:超鶏 卵 大5=驚 卵 大 の5段 階 に 評 価 し、 前 ・後 の 差 を
持 って 判定 す る 。
投 ・与前 ・後 に 齢 け るX線 造 影 よ リ ター マ ン酎 測 に て推 定
重 量 を 求 め 、 そ の差 を 持 って 判 定 す る。




なお対象か ら次の患者は除外され てい る.すなわ
ち,i)前 立腺肥大症を除く器質的疾患による排尿障
害のある患者,2)前 立腺癌あるいは前立腺炎を合併
している患者,3)精 神病,神 経系疾患(神 経因性膀
胱を含む)な どを合併す る患者,4)肝 機能障害,心
血管障害あるいは高度の腎機能障害のある患者,5)
膀胱内へ留置カテーテルが設けられている患者,6)















Table2.症例 一 覧 表


























































































薯 明 改 善
軽 度 改 善
中等度改善
〃
軽 度 改 善
不 変
中等度改善
軽 度 改 善
著 明 改 善
軽 度 改 讐




著 明 改 善
判 定 不 能
β
軽 度 改 善
判 定 不 能
不 変
判 定 不 能
e
中等度改善
軽 度 改 善
中等度改善
不 変
軽 度 改 善
中等度改善
A
著 明 改 善
不 変









軽 度 副 作 用
副 作 用 な し
M
軽 度 副 作 用








副 作 用 な し
中等度 副作用








軽 度 副 作 用




や や 有 用
有 用
極めて有用










判 定 不 能
有 用
判 定 不 能
特に有用とは思われない
判 定 不 能
a
有 用
や や 有 用
有 用
B～16週 ポテンツ低下 特に処aせ ず
Aダ
ユ2～ユ6週 乳 房 着 色
8～ ユ6週s
4週 目 胸やけ感


















































項 9 例 (%)改 善 不 変 悪 化 合 計
24排 尿 開 始
の 遅 れ
(7駄o)























最 大 尿 流 量(
538)
直 腸 内 触 診
2)






















































田島 ・ほ か:前 立 腺 肥 大症 ・ア リルェ ス トレ ノー ル






排 尿 時 い き み一
尿 線 の 勢N
総 合 排 尿 困 難
残 尿 感
直 腸 内 触 診一
〔コ:改善 口:不 変 麗:悪 化


























































































































































































































Table4.副作 用 一覧 表
項 目 件 数
性 欲 低 下
ポ テ ン ツ低 下
乳 房 着 色










い」 は なか った.し た が っ て,本 治 験 で の 「有 用 」 以























Table5.総合 効果 判 定
有 効 性
著明改善 中等度改善 軽度改善 不 変 悪 化 合 計 中等度改善以上
例数 7 ユ5 13 5 0 40 22
(%)(17.5) (37.5 (32.5)(12.5) (55.0)
安 全 性
副作用なし 軽度副作用 中等度副作用 高度副作用 合 計 副作用発現
例数 37 5 3 0 45 8
(%)(82.2) (uユ) (s.7) (iv.e)
有 用 性
極めて有用 有用 やや有・慮騨 離 好ましくない 合 計 有用以上















































結田 島 ・ほか:前 立 腺 肥 大 症 ・ア リルエ ス トレ ノー ル
論
浜松医大お よび関連施設において,前 立腺肥大症患
老40症例 に対 してAEをi回1錠1日2回,1日 量




欲低下i件,ポ テンツ低下3件,乳 房着色2件,息 切
れ1件,動 悸2件,胸 やけ感1件)に み られたが重篤
なものはなかった.
以上の結果か ら前立腺肥大症に対す るAEの 有用
性が認められた.
本検討のための薬剤 は 日本オノレガ ノン社よ り提供 された も






2)田 島 惇 ・大 見 嘉 郎 ・阿 曽佳 郎 ・太 田信 隆 ・牛 山
知 己 。畑 昌宏 ・藤 井 一 彦 ・増 田宏 昭'前 立 腺 肥
大 症 に対 す る脂 質代 謝 改善 剤 モ リス テ ロー ル⑬ の
効 果.泌 尿 紀 要29:365～369,1983
3)田島 惇 ・阿 曽佳 郎:ア ン ドロゲ ン受 容 体 拮 抗 薬
の臨 床 応 用.治 療 学9:227～232,1982
4)山 中 英 寿 ・古 作 望 ・牧 野 武 雄=ア リル エ ス ト レ
ノール の 抗前 立腺 作 用 に 関す る基 礎 的,臨 床 的 研
究.泌 尿 紀 要29ql33～1145,1983
5)高山秀 則 ・大 城 清 ・林 正=AIIylestrenol
に よ る前 立 腺 肥 大 症 の 治療.泌 尿 紀要23=409～
419,1977
6)大森 弘 之 ・田 中 啓 幹 ・天 野 正 道=前 立 腺 肥 大症 の
485
gestagen療法 一 ゲ ス タ ノン(allylestrenol)経
口投 与 の 検討 一.泌 尿 紀 要23:871～875,1977
7)中 野 修 道 ・常 盤 峻士=前 立 腺 肥 大症 に 対 す る ゲス
タ ーrン の効果.診 療 と新 薬14:1581～1586,
1977
8)山 下 爾 世 ・伊藤 坦 ・西 尾 恭 規:前 立 腺肥 大症 に
対 す る ゲ ス タ ノ ン(17α 一allyl-17β一hydroxy'
ester-4-ene)の使 用 経 験 に つ い て.泌 尿紀 要24:
工45～154,1978
9)竹 内弘 幸 。山 内昭 正 ・大和 田文 雄 ・福 井 厳:前
立 腺 肥 大症 に 対 す るGestanon●(allylestrenol)
の臨 床 効果.泌 尿紀 要24:1095～1099,1978
10)村上 泰秀 ・河 村 信 夫 前 立 腺 肥 大 症 のallyle-
strenol療法に つ い て.GeriatMed17:237～
239,1979
11)村田庄 平 ・大 江 宏 ・斉藤 雅 人:前 立 腺 肥 大 症 に
対 す るAllylestrenol(ゲス タ ノン)の 使 用経 験.
医 学 と薬 学2:421～424,1979
きll2)大橋輝 久 ・森 岡政 明 。藤 田 幸利 ・大 森 弘 之:前 立
腺 肥 大 症 に対 す るAllylestrenol(Gestanon⑫)
の治 療 効果 に つ い て.西 日泌 尿42=1107～IllI,
1980
13)香川 征 ・前 林 浩 次:前 立 腺 肥大 症 に 対 す るGe-
stanon(allylestrenol)の臨 床 効果.医 学 と薬 学
4:749～751,1980
14)吉田英 機 ・高 山 智之 ・河 合 誠 朗 ・大 山正 明 ・石 原
八 十 士 ・斉藤 豊 彦 ・今村 一 男:前 立 腺肥 大 症 に 対
す るAllylestrenol(Gestanon)の臨 床 効 果 泌
尿紀 要28=981～986,1982
15)大見 嘉 郎 ・畑 昌 宏 ・太 田信 隆 ・鈴 木和 雄 ・田島
惇 ・藤 田公 生 ・阿 曽佳 郎:前 立 腺 肥 大 症 に対 す る
酢 酸 ク ロル マ ジ ノ ソ療 法.泌 尿 紀 要2711011～
1015,1981
(1985年11月1日迅 速 掲 載 受付)
